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入所施設の地域移行について 

社会福祉法人南風会 常務理事 山下 望 

 

１、憲法１３条規定より 

 どこで誰と住むかの権利を日本国では、権利として認められており、日本国

に住まない自由もある。 

 知的障害者の利用者の多くは、親御さんを含めて家族と一緒に住めると考え

ていらっしゃる。 

  いわゆる８０－５０問題。私どもの通所施設でも、親御さんが８０歳を超え

ると、５０歳にお子さんを支えることが難しくなります。 

 私どもの施設のモットーは、「少しでも長く大好きな家族と暮らせるシステ

ム作りを目指して」ですが、少しでも長くと言っても上記に書いたように、親

御さんが８０歳を超えると親御さんだけでの支援が難しくなります。ですから、

もう少し早く２５歳から３５歳の間に、ご家族の住む地域（同一区市町村内で

なくても近隣区市町村）のグループホームに入り、週末には帰宅する。かなり

のご利用者の思いが叶うことになるのではないでしょうか？うちの利用者もグ

ループホームから、逃げ帰ってしまうのではと心配しましたが、親から離れる

日があることは、とても心地が良いようです。そして、週末に会って、甘えら

れる。こんな生活はいいのでは無いでしょうか？ 

ＤＰＩ日本会議の崔栄繁さんによりますと施設と言う箱が問題ではなく、「家

族依存、地域の冷たさ、施設収容になる。」「自分で決めることを「自立」と

考える。箱の話しではない。自分の生活をどれだけ出来ているのか」が課題な

のだとおっしゃっていました。 

 

２、入所施設の機能を分析してみましょう。 

 １）居住機能 

      ・食事、排泄、入浴の支援が確実に提供される。 

   ・余暇支援がある。 

   ・多床室か個室かの差はあるが、自分の寝るスペースがある。 

   ・社会参加機能（買い物、外出、旅行等に行ける） 

   ・医療支援がある。（服薬管理、通院支援、等） 

   ・一定の広さがある。 

   ・堅牢である。 

 ２）日中活動機能 

      ・属性にあった活動の提供が出来る（歩行、運動、音楽、理学療法、作 

   業、等） 

  ３）安全・安心機能 

 ＋  ・お金（小遣いを含め）の管理をしてくれる 

   ・職員がたくさんいる（一人支援に任されず、交代での支援が可能であ 

   る。職員も「助けて」が言える。） 

   ・相談支援機能も併設していることが多い。（役所との事務処理も可能） 

     ・施設長等経験豊かな管理者がいる。（虐待等から護ってくれる。） 
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   ・緊急時に入院手続や面会、死亡時の対応もしてくれる。（葬式もお墓 

   もあったりする。） 

 

３、東京都の地域とは？ 

 ・入所施設機能は、足りているのでしょうか？ 

   Ｉ区では、入所施設希望は、現在１００人と聞いています。 

    ご家族と一緒に住む地域（近隣区市町村も含む）に、入所施設機能は、充 

 分にあるのでしょうか？ 

    障害児支援施設の卒園後、家庭復帰すればいいのでしょうか？ 

  現実は、２５０人定員の新青森駅前のグループホーム入所です。道ひとつ 

 挟んだ生活介護事業所に通っているようです。 

  東京都の都民利用都外施設は、もちろん、日本中の入所型施設やグループ 

 ホームにお入りになっているのが現状です。 

 ・前述したように入所型施設の機能を必要とする知的障害者が多い。 

  ・入所型施設の機能を要するサービスの絶対量が足り無い。 

 

４、入所施設の地域移行について 

 ・共同生活援助（グループホーム）でも自分の自由意志を発揮して暮らすこ 

 とは完全に成立させることは難しい。 

  ・共同生活と言うことは、他人が一緒に暮らすことである。他人から制約を 

 受けることも多いのが現実である。 

  ・一人暮らしでも、パートナーと暮らすとしても制約を受ける生き方になる。 

 ・幸せな暮らしって何でしょうか？ 

  １）仕事がある。（活動がある） 

  ２）３食食べられる。 

  ３）失禁しないでいられる。 

  ４）入浴できる。 

  ５）十分な睡眠が取れる。 

  ６）自分の好きな趣味が出来る。（テレビを見る。ゲームをする。ユーチ 

   ューブを見る。音楽を聴く。カラオケに行く。うまい物を食べる。旅 

   行に行く。etc.） 

    ７）これらをバランス良く行い、健康状態を維持しつつ、楽しむ。 

  ８）他人に認められ、甘えられ、ゆるされ、けんかをしない状況のコミュ 

   ニケーションが出来る。 

  ・本人が上記のような幸せな生き方が出来るなら、どこで誰と暮らせすかだ 

 けが、課題なんでしょうか？地域で一人で暮らすが究極的な理想像なので 

 しょうか？ 

  ・話し相手がいらないんでしょうか？自分の言いたいことだけ言ってて話し 

 相手はいなくならないのでしょうか？ 

  ・施設や家族に依存しなくてもすむ地域を作ることが大切で、地域移行をす 

 ることが目的化することは、疑問に思う。 


